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い。本論文の軸となる各々の実験研究の成果は、既に厳しい審査付きの国際学会誌や国内の学会誌で発表
されており内容は高く評価できる。
本学で修士学位取得後、企業や自治体の研究機関で研究活動を続けてきた。現在の研究所は磐田市にあ
り、研究所と関西学院大学と総合研究大学院の間を往復しながら、実験研究と論文を仕上げた。企業の研
究所で本来の仕事をしながら、この論文を仕上げた努力は高く評価できる。現在は、輸送機器に関する研
究所で、二輪車、高齢者用移動機器、小型船舶などを操作中のMWL の研究を続けている。最近、今回
の論文の研究成果を基に、海外を含む特許の出願を行った。また、学会や車両関係の協会などで、MWL
の心理生理学的研究法の講演や指導を行っている。審査委員会の一同は、大本氏の今回の論文内容と、
月26日に実施した口頭試問の結果、学会や協会での活躍から判断して、博士学位（学術）を授与するに
相応しいと判断したので報告する。
【T：】Edianserver/関西学院/博士学位論文/第50集/
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